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「高齢者福祉実践・研究大会 2025 in OSAKA」発表者募集について 

 

日頃から、本会事業の推進に格段のご高配を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、物価高騰や人材不足などから厳しい施設運営を強いられている状況にあって、多くの会員施設で

は、様々な工夫や改善、積極的な取り組みを展開されています。 

今年度も、このような日ごろの福祉・介護の実践・研究を発表する場を設け、各施設の職員育成ならびに

取り組みを共有し今後の事業運営に役立てていただくことを目的に、標記大会を開催いたします。 

また、学生に対して福祉・介護の魅力を伝えるために、大会当日、学生に参画いただく取り組みや、就職

活動における業界研究、志望先の検討材料として活用していただくことも狙いにしています。 

つきましては、下記の内容をご理解のうえ、積極的にご参加いただきますよう、よろしくお願い申しあげ

ます。 

記 

 

１．日  程  令和８年３月３日（火）１０時～１７時（仮） 

２．開催会場  I-siteなんば 2階 （大阪市浪速区敷津東 2-1-41） 

        https://www.omu.ac.jp/ 

（※最寄駅：南海電鉄「なんば」駅、Osaka Metro「恵美須町」駅・「大国町」駅） 

３．開催方法  集合（対面）開催。後日アーカイブ配信 ※1。 

４．分科会数  ３つの分科会（同時進行） 

５．発表募集の概要 

 ■発表対象：全ての会員施設・職種・関連ある学生 

（入所施設、在宅部門、相談機関、介護職、相談職、看護職、セラピスト、栄養士、学生など） 

 ■発表内容 

○実践テーマ・研究テーマ：下記のキーワード(例)を参考に自由にご発表ください。 

ケアの向上 介護予防 認知症ケア 看護・医療的ケア 看取り 

社会貢献・地域貢献 人材確保 人材育成 人材定着 外国人 人材 

職場環境整備 業務改善 介護テクノロジー(ロボット・ICT活用) SDGs 

多職種連携 ボランティア 防災・減災 感染症対応 リスクマネジメント 

  ※上記テーマに限らず、施設で実践・研究されているテーマであれば、どのような発表でも構いません。 

○発表者の構成 

 ・施設職員による発表 

・施設長・管理職による発表 

・企業とのコラボ発表：施設職員と企業職員による合同発表（企業職員のみの発表は NG） 

  ・学生とのコラボ発表：施設職員と学生による合同発表（学生のみの発表でも OK） 

  ・学生による発表（コメンテーターの在籍校の学生が対象） 

■発表方法：研修会場で、口述、パソコンの手元操作による発表。→「ジョブズスタイル」※2 

■発表時間：10分間（準備時間は含まない） 

■分科会の構成 

・発表者の構成は、発表内容を参考に、類似するテーマごとにまとめつつ、施設発表と学生発表が混在  

する形とします。 

・学識者等のコメンテーター（2名）から、発表に対する講評をいただきます。 

・分科会あるいはセクションごとに、学生審査員による「学生賞（仮）」をもうける予定です。 

 

https://www.omu.ac.jp/


※1アーカイブ配信  

・老人施設部会のYoutubeチャンネルにおいて一般公開を行います。 

なお、アーカイブ配信を「希望しない」ことも、受付いたします。 

・原則、発表内容をそのまま動画として配信いたしますが、精査が必要と認められた場合に限り、部会

が編集を行う場合がございます。 

 

※2「ジョブズスタイル」とは 

・「人」を中心にした発表。躍動的な発信。ペーパーレス・台本は頭の中。衣装はスマートカジュアル。 

・パワーポイントは、補足・強調をメインに、施設紹介はシンプルに。・・・主役はあなた 

 

発表の舞台は、「I-site なんば」です。 

マイク一つで、来場者とカメラの向こうの閲覧者に 

対し、自由に発表・プレゼンしてください。 

（パソコン操作の協力者は OK） 

 

 

 

※大学や専門学校等にも案内いたしますので個人情報や倫理的配慮等には十分に 

ご留意ください(例 利用者が特定されない加工)。 

※「研究」発表に関する留意点（「実践
・ ・

」発表は除く） 

 ・研究発表の場合は、次の項目を資料作成の参考にしてください。ただし、当日の発表はジョブズスタイ

ル（＝プレゼン）になりますので、可能な範囲で自由にご発表ください。 

Ⅰ.研究目的 Ⅱ.研究方法 1.対象 2.調査方法 3調査実施期間 4.主な調査内容 5.倫理的留意 

6.分析方法 Ⅲ.結果（データ等の客観的事実） Ⅳ.考察 Ⅴ.結論  謝辞  引用・参考文献 

（日本介護学会抄録テンプレート） 

６．参加費  無料（会場までの交通費は参加者負担） 

７．申込方法 下記URL よりエントリーをしてください。 

☞ https://ec-9x2f8.eventcreate.net/survey/906 

※申込締切：10月 3 日（金）まで 

※エントリー数（発表者）の上限：42発表 

・エントリー数が上限を超える場合や、全体の発表テーマ(内容)の数に偏りがある時は、個別に調整さ

せていただく場合がございますので、あらかじめご了承ください。 

 ・エントリーの決定連絡は、10月中旬頃にメールでお送りいたします。 

・エントリー受付以降、発表テーマの変更は可能です（10月中旬頃に再度、確認予定）。 

 

８．スケジュール 

➢ 10 月中旬 発表テーマの提出 

➢ 11 月中旬 発表施設へ日時や順番等の通知 

12 月中旬～2月末にかけて広報・周知にご協力願います。 

（※別途、詳細を案内いたします） 

➢ 令和 8年 2月初旬 事前説明会を開催（Zoom形式） 

 

９．問合せ 大阪府社会福祉協議会 老人施設部会事務局（青木･渡邊） 

   〒542-0065 

大阪市中央区中寺 1-1-54 大阪社会福祉指導センター2 階 

   TEL：06-6762-9001 FAX：06-6768-2426 

   Mail：sakurasou@a-kaigo.gr.jp 

 

https://ec-9x2f8.eventcreate.net/survey/906
mailto:sakurasou@a-kaigo.gr.jp

